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登録リスト（該当：8件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: ニホンジカの痕跡]	ニホンジカの痕跡	長野大学裏の恵みの森で観察できたニホンジカの痕跡です。


足跡：ニホンジカの足跡は二つの蹄が特徴です。ニホンカモシカも似た特徴を持ちますがニホンジカの方が一般的に幅が狭いとされています。


糞：足跡と同様にニホンカモシカと似た特徴を持ちますが、個数と縦横比からおおよそ正確に判別することが可能と考えられています。

参考文献　
安藤正規、島村咲衣、後藤真希(2015)「形態的特徴からニホンジカおよびニホンカモシカの糞を判別する」『日本森林学会大会発表データベース』


角研ぎ跡：オスが木に自身のツノをこすりつける習性によるものです。縄張りを示すマーキングの意味やツノを立派に見せて繁殖に有利にするためなどとされています。


他にもニホンジカの食痕も観察できました。食痕とはニホンジカが高いと	2024-02-01
	2	[image: 肥料の歌]	肥料の歌	肥料の作り方や良い肥料とダメな肥料を歌にしている。
昔は農作物が主な食事の源になっていたのでこれほど重要なのだと思った。	2023-12-14
	3	[image: 上田市で農地を所有しながら暮らすには]	上田市で農地を所有しながら暮らすには	上田市は自然が豊かで農地が沢山あるのになぜか農業が盛んではないのだろうか。
我が家にも農地があるが半分以上がの農業放棄地となっている。農業放棄地が発生してしまっていることが農業が盛んになっていくうえで邪魔になっているのではないだろうか。

農業放棄地が増えていく原因の一つに農地に関する法律があると考えた。そこで農地法を調べたところいくつかの問題点が見つかった。
・農地の売買や貸借に農地の所在する市町村の農業委員会の許可が必要な点。
・農地売買の許可を得るのに農地の権利取得後の経営面積に原則として都府県５０ａ、北海道は２ha以上になること（例外あり）
・農地を取得する個人またはその家族等が取得後に行う農業事業に必要な農作業に常時従事しないと農地を買えないこと
これら3つが大きな問題と	2023-01-30
	4	[image: 生島足島神社]	生島足島神社	県内でも諏訪大社に次いで古いとされている生島足島神社。創建がいつかはっきりしていないが、平安時代の書物にはその名が記されていた事から、かなり古い歴史を持つことがわかる。生島足島神社では毎年1月に、お粥を使ってその年の農作物や蚕の出来高を占う行事が行われており、蚕都としての長い歴史を垣間見ることができる。	2022-11-28
	5	[image: 道の駅米沢]	道の駅米沢	名物の米沢牛や米沢ラーメン、さくらんぼなどの旬の農作物、観光情報がたくさんあります。米沢土産も豊富に品揃えされています。2018年にオープンしたばかりの綺麗な内装と広い休憩スペースや駐車場があり、ICからも近いため地元から県外の人まで多くの方に利用されています。トイレが広くてきれいなので、よく利用します。	2021-05-05
	6	[image: 虫牙虫発生と防除法（「西塩田時報」第4号（1946年11月25日）1項]	虫牙虫発生と防除法（「西塩田時報」第4号（1946年11月25日）1項	私は、この記事が面白いと思った。この記事には、この時代の農作物情報も載っており、豆牙虫の防除方法まで書いてある。

また、この時代にこの虫のせいで大きな損をしたことも書いてあり、時代背景が良くわかる記事だなと思った。

この記事は以下から参照できます。
#963 『西塩田青年団報』第4号(1946年11月25日)1頁	2020-12-14
	7	[image: 佐久市の桃源郷]	佐久市の桃源郷	平尾山山麓に広がる桃の産地であり、佐久市平根地区の桃源郷とも呼ばれている。
5月初旬ごろにはピンク色の桃の花が咲き誇る。
遅摘みの桃として7月末ごろから出荷が始まり、鮮やかな色・豊満な味や香りには、紫外線が強く高冷地特有の気象条件が関係しているようだ。	2020-08-06
	8	[image: 旬・新鮮！手軽な直売所]	旬・新鮮！手軽な直売所	りんご畑の広がる道沿いにあった無人の直売所である。
りんごはもちろんのこと、今が旬のプルーンやその他新鮮な農作物や加工品が手に入る。
自動販売機と同様に短時間で、かつ新鮮・旬な物が手に入り、手軽に利用できる点が良い。	2020-08-06
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